
近
石
泰
秋
氏
旧
蔵
の
浄
瑠
璃
本

（1）

は
じ
め
に

　

近
石
泰
秋
氏
は
、
大
著
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
正
続
二
巻
（
風
間
書
院
、
一
九
六
一
・
一

九
六
五
年
）
を
以
て
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
研
究
者
と
し
て
名
高
い
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）

年
、
香
川
県
丸
亀
市
生
。
香
川
大
学
名
誉
教
授
。
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
死
去
。

　

近
石
泰
秋
氏
収
集
に
な
る
浄
瑠
璃
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
義
太
夫
節
の
、
厚
紙
の
表

紙
付
き
で
糸
綴
じ
の
本
と
限
っ
て
も
、
そ
の
数
五
八
三
点
。
個
人
の
収
書
と
し
て
は
他
に

例
を
見
ぬ
大
き
さ
で
あ
る
。

　

筆
者
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
九
年
春
ま
で
、
近
石
氏
御
自
宅
（
香
川
県
丸
亀
市
）
で
ご
長

男
・
一
弘
氏
と
と
も
に
資
料
整
理
に
携
わ
っ
た
。
本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、
そ
の
際
の
調

査
内
容
を
報
告
す
る
た
め
、
浄
瑠
璃
本
目
録
を
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
蔵
書
の
成

り
立
ち
に
つ
き
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
る
便
を
求
め
た
い
と
考
え
、
い
ま
把
握
す
る

と
こ
ろ
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
を
本
稿
の
第
二
の
目
的
と
す
る
。

　

な
お
近
石
泰
秋
氏
旧
蔵
資
料
群
は
現
在
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
移
さ
れ
、
浄
瑠

璃
本
を
中
心
と
す
る
和
古
書
の
ほ
か
、
自
筆
原
稿
、
蔵
書
（
近
代
刊
本
）
に
至
る
ま
で
「
近

石
泰
秋
資
料
」
と
し
て
一
括
し
て
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
資
料
の
閲
覧
利
用
は
、
同

館
で
の
受
入
作
業
終
了
の
の
ち
、
諸
準
備
が
整
っ
た
時
点
で
の
公
開
と
な
る
こ
と
を
お
断

り
し
、
読
者
諸
賢
に
は
ご
留
意
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
に
使
用
す

る
整
理
番
号
は
、
現
在
の
整
理
作
業
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
ま
す
。

　

ま
づ
は
日
本
有
数
の
浄
瑠
璃
本
の
巨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
散
逸
を
防
ぐ
に
あ
た
っ
て

英
断
を
下
さ
れ
た
、
ご
遺
族
と
、
ご
長
男
近
石
一
弘
氏
に
深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

一
、
資
料
の
概
要
と
成
り
立
ち

　

近
石
泰
秋
氏
（
以
下
、
近
石
氏
）
に
浄
瑠
璃
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
る
こ
と
は
、
香
川

県
下
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
浄
瑠
璃
本
所

在
調
査
で
訪
問
し
た
複
数
の
機
関
・
関
係
者
か
ら
、「
近
石
泰
秋
先
生
の
ご
自
宅
に
」
と

の
所
在
情
報
を
得
て
い
た
。
し
か
し
学
界
に
は
ひ
ろ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
の
調
査
範
囲
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
義
太
夫
節
の
浄
瑠
璃
本
で
、
厚
紙
の
表
紙
付
き
で
糸
綴
じ
本
と
限
っ
て

も
、
五
八
三
点
を
数
え
る
。
内
訳
は
、
通
し
本
五
六
五
点
、
道
行
揃
一
八
点
。
こ
れ
以
外

に
、
無
表
紙
本
（
仮
綴
じ
）
の
「
抜
き
本
」（
い
わ
ゆ
る
稽
古
本
）
二
五
六
点
や
、
義
太
夫
節

以
外
の
流
派
の
資
料
も
あ
る
。

　

筆
者
の
浄
瑠
璃
本
所
在
調
査
で
は
、
四
国
地
方
で
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
・
一
三
一
点
、

中
国
地
方
で
広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
図
書
館
・
四
〇
六
点
、
九
州
地
方
で
九
州
大
学
文

学
部
国
文
学
研
究
室
・
一
三
一
点
、
を
各
地
方
で
の
最
多
所
蔵
機
関
・
点
数
と
把
握
し
て

い
る
。
近
石
氏
の
浄
瑠
璃
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
四
国
ば
か
り
か
、
中
国
・
九
州
を
含
め

て
、
近
縁
随
一
の
所
蔵
点
数
を
誇
っ
た
。
し
か
し
同
氏
の
個
人
蔵
書
は
そ
れ
ほ
ど
の
分
量

を
持
ち
な
が
ら
、
充
分
に
注
目
さ
れ
ず
に
き
た
も
の
と
表
現
し
得
る
。

　

無
論
、
近
石
氏
御
自
身
の
研
究
に
は
充
分
活
用
さ
れ
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
同
氏
も

編
纂
に
参
加
さ
れ
た
『
正
本
近
松
全
集
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
七
│
一
九
九
六
年
）
で
は
、
諸

本
一
覧
に
同
氏
所
蔵
本
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
後
述
す
る
「
道
行
揃
」
な
ど
は
意
を
用

い
て
収
集
し
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
論
を
為
さ
ず
に
終
え
ら
れ
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
　
第
5
号

（2）

る
。
と
も
か
く
も
所
在
を
公
開
し
よ
う
と
本
稿
を
為
す
所
以
で
あ
る
。

　

近
石
氏
は
、
ど
こ
か
ら
入
手
さ
れ
た
も
の
か
。
こ
れ
を
考
え
る
に
は
、
二
種
の
目
録
が

参
考
に
な
る
。
ひ
と
つ
め
は
「
家
蔵
浄
瑠
璃
本
目
録　

向
陽
廬
主
人
」（
整
理
番
号
・
く
ら

Z-1207

）、
ふ
た
つ
め
は
「
昭
和
二
十
六
年
八
月
購
入　

浄
瑠
璃
本
目
録　

斑
山
文
庫
本　

近
石
泰
秋
」（
整
理
番
号
・
く
らZ-1205

）
で
あ
る
。

　

前
者
は
「
近
石
用
箋
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
線
紙
を
束
ね
た
も
の
に
五
十
音
順
に
書
名
を

順
次
書
き
加
え
て
い
っ
た
も
の
。
い
く
つ
か
の
書
名
に
購
入
年
・
場
所
・
金
額
を
記
す
が
、

場
所
・
年
と
も
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
購
入
年
は
、
昭
和
十
年
代
を
記
し
て
い
る
。「
向

陽
廬
主
人
」
は
、
近
石
氏
の
号
と
思
わ
れ
る
。

　

後
者
は
、「
国
立
国
語
研
究
所
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
線
紙
を
袋
綴
じ
に
し
た
も
の
に
、

や
は
り
五
十
音
順
に
書
名
を
記
す
が
、
記
入
は
一
時
で
あ
っ
た
と
み
え
る
。「
斑
山
文
庫
」

と
は
高
野
斑
山
、
す
な
わ
ち
日
本
近
世
演
劇
の
研
究
者
で
、
尋
常
小
学
校
唱
歌
の
作
詞
者

と
し
て
も
名
高
い
、
高
野
辰
之
（
一
八
七
六
│
一
九
四
七
年
）
の
蔵
書
で
あ
る
。
近
石
氏
は

高
野
の
没
後
、
一
九
五
一
年
に
そ
の
旧
蔵
書
を
購
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

近
石
氏
の
浄
瑠
璃
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に
、
右
二
種
の
目
録
に
載
る
も
の
の
集

合
と
み
な
し
て
よ
い
。
た
だ
し
近
石
氏
は
、
時
に
必
要
な
資
料
と
交
換
す
る
な
ど
し
た
模

様
で
あ
る
（
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
・
新
見
貫
次
文
庫
『
崇
徳
院
讃
岐
伝
記
』
は
、
近

石
氏
旧
蔵
書
）。
ま
た
時
に
売
却
し
た
場
合
（
広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
図
書
館
『
日
吉
丸
稚
桜
』

ほ
か
）
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
右
二
種
目
録
の
集
合
を
中
心
と
し
て
、
多
少
の
出
入
り
が

あ
っ
た
の
が
現
状
の
ま
と
ま
り
な
の
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
近
石
氏
の
没
後
に
は
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
旧
・
歴
史
博
物
館
）
ほ
か
主
催

の
「
平
賀
源
内
展
」（
二
〇
〇
三
│
〇
四
年
）
へ
出
品
提
供
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
が
、
そ
れ

も
返
却
さ
れ
て
い
た
。
近
石
氏
の
意
図
せ
ざ
る
形
で
の
増
減
は
生
じ
て
い
な
い
、
と
筆
者

は
判
断
し
て
い
る
。

　

前
者
「
家
蔵
浄
瑠
璃
本
目
録
」
に
は
、「
宗
輔
作
品
中
、
求
ム
ベ
キ
モ
ノ
」「
近
松
半
二

ノ
作
品
ニ
シ
テ
不
足
ナ
ル
モ
ノ
」
を
列
記
す
る
頁
が
あ
り
、
近
石
氏
の
収
集
が
計
画
的
に

進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
何
よ
り
筆
者
に
は
、
昭
和
戦
前
の
時
点

で
並
木
宗
輔
と
近
松
半
二
の
ふ
た
り
に
注
目
し
て
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
の
ち
の
研
究
動

向
か
ら
顧
み
て
先
駆
的
な
視
点
が
近
石
氏
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、
通
し
本
・
道
行
揃
の
稀
書

　

通
し
本
・
道
行
揃
の
稀
書
を
取
り
上
げ
、
近
石
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
的
価
値
の
一

端
を
示
し
た
い
。
な
お
和
古
書
類
全
体
の
印
象
と
し
て
保
存
状
態
の
よ
い
も
の
ば
か
り
と

は
い
え
ず
、
む
し
ろ
美
本
と
い
う
べ
き
も
の
は
少
な
い
。
理
由
は
、
作
品
を
網
羅
す
る
こ

と
に
蒐
集
の
主
目
的
が
置
か
れ
た
た
め
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
稀
書
が
近
石
氏

の
手
元
に
集
ま
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
蒐
集
姿
勢
の
賜
物
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
目
録
を
併
載
す
る
の
で
、
書
誌
情
報
は
目
録
を
参
照
願
う
と
し
て
、
ご
く
簡
単

に
示
す
。
ま
づ
通
し
本
の
部
か
ら
天
下
一
本
五
点
。

〔
1
〕
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
四
月
以
前
『
椀
久
末
松
山
』
十
行
本

　

整
理
番
号
・
く
らZ-0998

。
糸
屋
市
兵
衛
（
大
坂
）
板
。

　

都
太
夫
一
中
の
八
行
本
二
板
が
あ
る
ほ
か
は
、
義
太
夫
節
の
通
し
本
と
し
て
は
従
来
、

八
行
本
一
板
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
初
め
て
中
字
本
十
行
本
の
新
出
を
み
た
。

〔
2
〕
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
十
一
月
『
花
筐
女
鉢
木
』
五
行
本

　

整
理
番
号
・
く
らZ-1109

。
奥
付
な
し
。
豊
竹
越
前
少
掾
引
退
披
露
の
配
り
本
。

　

巻
頭
に
豊
竹
越
前
少
掾
（
初
代
豊
竹
若
太
夫
）
の
序
文
が
あ
る
。
本
文
は
『
北
条
時
頼
記
』

五
段
目
節
事
「
女
は
ち
の
木
」
の
抜
き
本
で
、
節
章
を
朱
筆
で
書
き
入
れ
て
い
る
点
に
特

色
が
あ
る
。
本
文
は
板
行
で
あ
る
が
、
序
文
に
越
前
少
掾
が
「
自
ら
朱
点
の
節
貼
（
ふ
し

づ
け
）
し
て
」
と
あ
っ
て
、
節
章
は
、
越
前
少
掾
自
筆
の
書
き
入
れ
と
知
ら
れ
る
。
義
太

夫
節
草
創
期
の
太
夫
の
墨
跡
と
し
て
、
文
化
財
的
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

当
該
本
に
つ
い
て
、
近
石
泰
秋
氏
も
著
書
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
口
絵
に
写
真
を
示
し
、

「
豊
竹
座
開
創
前
の
若
太
夫
」
四
二
六
頁
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
越
前
少
掾
は
、
延
享

二
年
十
一
月
『
北
条
時
頼
記
』
興
行
を
最
後
に
太
夫
を
引
退
し
た
（
以
後
は
劇
団
の
座
本
を

勤
め
る
ほ
か
、
作
者
「
梁
塵
軒
」
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
）。
引
退
興
行
で
は
、
三
ノ
切
と
、

五
段
目
節
事
「
一
世
一
代
花
が
た
み
女
は
ち
の
木
」
を
語
っ
た
。
当
該
本
は
、
そ
の
引
退

披
露
の
配
り
本
で
あ
る
。

　

挟
み
込
み
の
別
紙
に
「
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
九
日
新
宿
三
越
ニ
於
ケ
ル
一
誠
堂
ノ
古
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近
石
泰
秋
氏
旧
蔵
の
浄
瑠
璃
本

（3）

書
即
売
会
ニ
テ
求
ム
」
云
々
、「
向
陽
廬
主
人
識
」
の
墨
書
が
あ
る
。
既
に
「
豊
竹
座
開

創
前
の
若
太
夫
」
の
要
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
3
〕
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
七
月
初
演
『
粧
水
絹
川
堤
』
七
行
本

　

整
理
番
号
・
く
らZ-0903

。
鱗
形
屋
孫
兵
衛
（
江
戸
）・
森
川
豊
助
（
大
坂
）
板
。

　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
は
同
作
の
諸
本
系
統
を
徹
底
的
に
見
誤
っ
た
が
、
当
該
本

は
そ
の
諸
本
系
統
の
最
初
に
置
か
れ
る
べ
き
、
初
板
未
改
修
本
の
新
出
で
あ
る
。

　

た
だ
し
当
該
本
は
、
廿
四
丁
裏
六
行
目
「『
腹
な
小
躮
』
は
与
右
衛
門
が
」
の
、『　
』

内
を
埋
木
し
て
い
る
。
校
正
段
階
か
、
刊
行
後
に
追
加
さ
れ
た
改
修
で
あ
る
の
か
は
不
明
。

当
該
箇
所
の
改
修
以
前
の
本
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
状
で
は
、
当

該
本
よ
り
原
初
と
み
な
す
べ
き
本
を
把
握
で
き
な
い
の
で
、
暫
定
的
に
で
は
あ
る
が
│
│

諸
本
研
究
は
常
に
暫
定
的
で
あ
る
│
│
、
当
該
本
を
「
初
板
未
改
修
本
」
と
位
置
付
け
て

お
く
。

〔
4
〕
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
九
月
初
演
『
恋
娘
昔
八
丈
』
六
行
本

　

整
理
番
号
・
く
らZ-0826

。
伝
法
屋
吉
九
郎
（
大
坂
）・
中
島
屋
伊
左
衛
門
（
江
戸
）・

中
山
清
七
（
江
戸
）
板
。

　

独
自
の
段
編
成
を
も
つ
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
（
目
録
備
考
参
照
）。

〔
5
〕
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
閏
二
月
改
題
『
累
解
脱
打
舗
』
七
行
本

　

整
理
番
号
・
く
らZ-0301

。
同
作
は
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
初
演
・
初
板
の
『
新

板
累
物
語
』
を
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
改
題
し
た
も
の
（
内
題
、
巻
末
の
年
記
を
埋
木

し
て
改
め
た
）。
な
お
改
題
再
演
に
連
動
し
た
改
修
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

従
来
、『
累
解
脱
打
舗
』
は
江
戸
板
の
み
を
把
握
し
て
き
た
が
、
当
該
本
の
奥
付
は
大

坂
板
、
大
坂
で
の
後
摺
本
の
新
出
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、「
江
戸
初
演
作
品
板
木
の
移
譲
経
過
」（
拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』
第
二
部
「
板

元
研
究
」
第
三
章
）
に
お
い
て
、
江
戸
初
演
六
十
三
作
品
の
板
木
が
、
初
演
・
開
板
の
地
江

戸
か
ら
大
坂
へ
移
動
し
て
い
く
過
程
を
整
理
し
た
。『
新
板
累
物
語
』（『
累
解
脱
打
舗
』）
は
、

大
坂
の
板
元
の
保
有
記
録
か
ら
「〔
分
類
1
〕
文
政
十
二
年
以
前
に
流
出
し
た
と
推
定
さ

れ
る
も
の
（
大
坂
・
玉
水
源
治
郎
の
受
け
入
れ
）」
と
分
類
し
た
が
、
大
坂
で
の
後
摺
本
の
現

物
の
新
出
を
み
、
具
体
的
な
裏
付
け
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
の
資
料
は
現
存
二
点
目
と
い
う
稀
書
で
あ
る
。

〔
6
〕
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
四
月
『
追
善
五
十
年
忌
』
七
行
本

　

整
理
番
号
・
く
らZ-0620

。
正
本
屋
小
兵
衛
（
大
坂
）・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
（
江
戸
）
板
。

　

同
作
は
、
横
山
正
著
『
近
世
演
劇
攷
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
七
年
）
に
図
版
で
紹
介
さ
れ
、

横
山
氏
個
人
の
所
有
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
公
の
機
関
に
収
ま
る
も
の
が
少
な
い
。
筆
者

の
調
査
で
は
、
広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
図
書
館
本
と
当
該
本
の
二
点
の
み
で
、
こ
れ
以

外
の
所
在
を
知
ら
な
い
。
二
点
と
も
に
虫
損
が
生
じ
て
い
る
が
、
前
者
に
多
く
、
後
者
に

少
な
い
の
で
、
保
存
状
態
は
当
該
本
を
良
と
す
る
。

　

続
い
て
「
道
行
揃
」
の
稀
書
。

　
「
道
行
揃
」
と
は
、
道
行
や
節
事
と
い
っ
た
優
れ
て
音
楽
的
な
部
分
を
複
数
作
か
ら
取

り
集
め
て
一
書
と
な
す
も
の
。
十
八
世
紀
前
半
ま
で
の
人
形
浄
瑠
璃
界
で
は
、
素
人
が
稽

古
を
許
さ
れ
た
の
は
道
行
・
節
事
と
い
う
、
短
い
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
存
在

で
あ
る
。
素
人
の
関
心
が
「
段
物
」、
芝
居
・
劇
の
部
分
へ
進
む
よ
う
に
な
る
と
、
段
物

を
単
行
・
抜
摺
す
る
「
抜
き
本
」
が
登
場
し
て
、
旧
代
の
「
道
行
揃
」
は
十
八
世
紀
後
半

に
は
新
規
の
編
纂
が
止
む
と
い
う
も
の
。
こ
の
点
は
、
拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』
第
一

部
「
浄
瑠
璃
本
研
究
」、
第
一
章
「
浄
瑠
璃
本
の
種
類
と
性
格
」、
五
節
「
道
行
揃
」
に
詳

述
し
て
い
る
の
で
参
照
願
い
た
い
。

　

道
行
ば
か
り
を
載
せ
、
段
物
を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
ま
な
お
「
段

物
集
」
と
い
う
近
代
の
演
劇
研
究
者
が
案
出
し
た
用
語
で
呼
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
研
究
の

未
熟
な
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
近
石
氏
は
早
く
「
道
行
揃
」
に
着
目
さ
れ
、
収
集

を
進
め
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

　

道
行
揃
は
、
そ
れ
自
体
が
稀
書
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
の
浄
瑠
璃
本
所
在
調
査
に
基
づ

け
ば
、「
通
し
本
」
は
三
百
五
十
七
箇
所
に
二
万
三
千
冊
余
を
数
え
、「
道
行
揃
」
は
七
十

一
箇
所
に
二
八
二
冊
を
数
え
る
ば
か
り
。
通
し
本
の
一
％
ほ
ど
し
か
残
ら
な
い
「
道
行
揃
」
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
　
第
5
号

（4）

は
、
た
だ
で
さ
え
稀
少
な
資
料
で
あ
る
。

　

ま
た
道
行
揃
の
稀
少
性
は
、
現
存
二
八
三
冊
の
内
の
六
五
冊
、
二
割
超
が
「
天
下
一
本
」

で
あ
る
と
い
う
点
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。「
木
板
本
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
ど
こ
か
に
同
板

本
が
残
っ
て
い
る
は
ず
」
と
考
え
ら
れ
や
す
い
が
、
印
刷
本
で
あ
っ
て
も
、
手
工
業
に
よ

る
近
世
期
の
板
本
は
、
書
写
資
料
に
劣
ら
ず
、
個
性
的
な
、
唯
一
の
資
料
で
あ
る
場
合
も

少
な
く
な
い
。

　

天
下
一
本
の
「
道
行
揃
」
は
、
国
内
三
十
五
箇
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
複
数
点
を
所

蔵
す
る
の
は
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
近
石
泰
秋
資
料
」
が
七
冊
、
神
戸
女
子
大
学

図
書
館
（
森
修
文
庫
）
が
四
冊
、
天
理
大
学
天
理
図
書
館
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
・
東

京
大
学
文
学
部
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
福
井
県
文
書
館
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

（
辻
町
文
庫
）、
安
田
文
吉
氏
は
各
三
冊
。
福
井
県
文
書
館
（
桜
井
家
文
書
）
は
伝
世
の
古
文

書
中
に
ま
と
ま
っ
て
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
研
究
者
個
人
や
研
究
機
関
が

意
を
尽
く
し
て
収
集
し
た
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
、
近
石
氏
が
最
多
七
冊

の
天
下
一
本
を
収
集
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
に
、
筆
者
は
驚
嘆
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

近
石
泰
秋
氏
収
集
の
天
下
一
本
の
道
行
揃
は
、
次
の
七
点
。

〔
7
〕
享
保
十
二
年（
一
七
二
七
）正
月
か
『
浄
瑠
璃
二
軒
操
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-1276

。

〔
8
〕
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
二
月
頃
『
竹
本
常
盤
松
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-1269

。

〔
9
〕
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
二
月
頃
『
音
曲
姫
舎
松
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-1271

。

〔
10
〕
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
正
月
か
『
音
曲
軒
玉
水
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-1279
。

〔
11
〕
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
正
月
か
『
音
曲
通
天
桜
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-1274
。

〔
12
〕
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
二
月
頃
『
音
曲
調
子
笛
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-1266
。

〔
13
〕
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
正
月
か
『
音
曲
太
平
楽
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-1278

。

　

道
行
揃
は
、
刊
年
を
記
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
年
ご
と
の
出
板
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
前

年
の
初
演
作
品
の
道
行
を
巻
頭
に
据
え
て
い
る
（
大
半
は
定
番
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
が

並
ぶ
）。
こ
の
点
か
ら
、
巻
頭
に
据
え
ら
れ
た
作
品
の
初
演
年
を
み
れ
ば
、
お
よ
そ
の
刊

年
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。
目
録
で
は
、
備
考
に
年
次

推
定
の
根
拠
を
記
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

近
石
泰
秋
氏
の
先
駆
的
な
業
績
の
ひ
と
つ
に
は
、
浄
瑠
璃
「
絵
尽
」
の
存
在
へ
の
注
目

が
あ
っ
た
。
直
接
に
は
著
書
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
当
た
ら
れ
た
い
が
、「
絵
尽
」
の
詞
書
か
ら
術
語
を
拾
い
出
し
、
浄
瑠
璃
本
読
解

の
基
本
要
素
と
み
な
し
た
手
法
は
、
い
ま
も
鮮
明
さ
を
失
っ
て
い
な
い
と
筆
者
は
思
う
。

　

近
石
泰
秋
氏
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
絵
尽
は
、
次
の
十
一
冊
十
二
点
。
目
録
で
は
省

略
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

〔
14
〕
享
保
十
九
年（
一
七
三
四
）八
月
『
那
須
与
市
西
海
硯
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0183

。

〔
15
〕
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
二
月
『
鶊
山
姫
舎
松
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0185-②

。

〔
16
〕
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
九
月
『
鎌
倉
大
系
図
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0185-①

。

〔
17
〕
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
三
月
『
万
戸
将
軍
唐
日
記
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0189

。

〔
18
〕
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
正
月
『
玉
藻
前
曦
袂
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0186

。

〔
19
〕
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
二
月
『
相
馬
太
郎

文
談
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0193

。

〔
20
〕
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
三
月
『
芽
源
氏
鴬
塚
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0191

。

〔
21
〕
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
九
月
『
太
平
記
菊
水
之
巻
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0188

。

〔
22
〕
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
閏
四
月
『
岸
姫
松
轡
鑑
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0187

。

〔
23
〕
明
和
四
年（
一
七
六
七
）十
二
月
『
染
模
様
妹
背
門
松
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0184

。

〔
24
〕
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
正
月
『
振
袖
天
神
記
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0190

。

〔
25
〕
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
九
月
『
倭
歌
月
見
松
』　

整
理
番
号
・
く
らZ-0192

。

　

近
石
泰
秋
氏
の
浄
瑠
璃
本
の
整
理
に
筆
者
が
携
わ
る
に
当
た
っ
て
は
、
田
山
泰
三
氏
、

内
山
美
樹
子
氏
の
御
高
配
を
得
ま
し
た
。
ま
た
御
自
宅
で
の
調
査
を
許
さ
れ
た
近
石
一
弘

氏
、
ご
遺
族
の
皆
様
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
香
川
県
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
御
厨
義
道
氏
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
B
）「
人
形
浄
瑠
璃

文
楽
の
近
世
期
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
活
用
・
公
開
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」（
研
究
課
題
番
号
：22320054

。
研
究
代
表
者
・
神
津
武
男
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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